
クラブのプレーモデル
サッカー

・ポゼッションがベースになり、守備もそのために組織しなければならない

・攻撃はオールコートでロンドするようにポジションとボールが一緒に進む

・守備はゾーンディフェンスを基本的な部分から学ぶ

フットサル

・4-0クワトロシステムで相手を撹乱させ、イメージを共有しゴールを目指す

・ディフェンスはY字守備(イプシロン)で誘導してボールを奪う事を学ぶ



クラブのプレーモデル
ピッチ内外での厳格な規律

・フットボールはチームで行うものであり、完全な自由は認められない。

制限の中での自由を求めることで、選手達の創造性を引き出す。

一挙手一投足にこだわる

・まずは荷物をキレイに揃えるところからはじまり、それができないと

コートに入れない。

・1本のパスやドリブルが正しい判断に結び付けられてるから、姿勢良く

キレイにプレーできてるかにこだわる。



クラブのプレーモデル
チームでの約束

1.仲間への思いやり

→プレーするのは自分だけでなくみんなでするもの。仲間に対してのコーチン

グも受け取る側のことを考え発言する

2.礼儀正しく、挨拶の徹底

→どんな場所でも誰に対しても礼儀と挨拶は徹底しなければならない。

応援されるチームは全員がこれをしっかりと忠実に行う

3.早さと正確さを求める

→準備や切り替えのスピードは試合にも繋がってくる。一人ひとりが責任を

持って行動できるようになるのに必要な考え方


